
第72回 全国高校演劇大会 (秋田) 舞台技術創造講習 報告  
	 	 	 	 	 	 	 　	 	 	 	 	 2026年8月30日 

	 2026年7月30日～8月1日に、秋田県大館
市のほくしか鹿鳴ホールにて 『第72回全国高等学校
演劇大会』※1 (主催:全国高等学校演劇協議会)が開
催され、同施設の中ホールで「舞台技術創造講習」
が行なわれました。今年も熱心な生徒たちと、学び
の多い講習会になりました。 準備期間を含めた7月
28日～8月1日の5日間にわたって行なわれたその講習会の様子をレポートします。　　　　　　　　※1  総合文化祭としては50回目 

【講師】	 ■ 土屋 茂昭　（日本舞台美術家協会）	 	 ■ 土岐 研一　（同左）	  
	 	 ■ 吉木   均    （日本舞台監督協会）　	 	 ■ 乳原 一美　（日本照明家協会） 
	 	 ■ 藤田 赤目　（日本舞台音響家協会）	 	 ■ 今井 春日　（同左) 
	 	 ■ 金井大道具 （監修）中村 知子（背景）新井 詩乃、稲垣 舞柚子 

	 	 ■ 黒瀬 貴之　（演出担当/顧問）	 	 	 ■ 上田 美和　 （脚本担当/顧問） 
	 	 ■ 森本 繁樹　（全国高等学校演劇協議会）		 ■ 中島  憲　   （全国高等学校演劇協議会） 
	 	 ■ 伊藤 雅子（日本舞台美術家協会/本大会審査員）	 ■ 千田  敬　     (日本照明家協会 東北支部） 

【会場】	 秋田県大館市　ほくしか鹿鳴ホール　中ホール 

【日程】	 7月28日～31日	 	 	 仕込み&講習会準備 
	 	 8月1日	 　13:10～15:10		 舞台技術講習会本番 

【作品】	 『ワタシハ、月ノ、夢ヲ見ル』 脚本：上田 美和 
	 	 	 	 	 	 演出：黒瀬  貴之 

【詳細日程】 

日 時間 講師 内容
7/28 10～13時 

14～18時
土屋・土岐・吉木 
乳原・藤田

・美術プランの説明と仕込み説明　・装置作業 
・照明・音響仕込み準備

参加生徒： 
23名

7/29 10～12時 

13～14時半 
15～18時

土岐・吉木 
乳原・藤田・今井 
中村・新井・稲垣 
全員

・作業続き 
・照明準備・音響仕込み・音チェック 
・金井大道具の背景講座・実習 
・作業続き・タッパ合わせ & 照明・音響作業

同上

7/30 18～20時 全員 ・明かり作り　音響チェック 同上

7/31 17～20時 全員 ・場当たり　通し稽古 同上

8/1 11～12時 
12:50

全員 ・通し稽古 x2 
・客入れ

同上

13:10 

13:20 

13:50 
14:50 
15:10 
15:30

土屋 

全プランナー 
全講師・伊藤

 1.講習会趣旨説明 
 2.講師紹介 
 3.素バージョン(照明・音響なし)　上演 
 4.完成バージョン　上演 
 5.各プラン　解説 
 6.座談会・質疑応答 (審査員 佐々波氏合流) 
 7.バックステージ　案内 
 8.バラシ

同上
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【美術プラン】 
　　パンデミックに襲われ人口の半分以上が失われた近未来の世界。欧州の古い地下研究室でワクチン開発に勤しむ 
ベンは、日本のオオダテから死んだと思われていた妻・アキの「ワクチン完成」のメッセージを受ける。わずかな希望
にかけ、オオダテに向かったベンは月明かりの下、家族との再会と人類の未来の間で大きな決断を迫られる。 
　　本作においてベースとなるのは、「閉ざされた人工世界」と「生命を取り戻した自然世界」の対比であると感じま
した。 
　　前半は、古い閉塞した空間と冷たい人工光で絶望感を表す一方、オオダテの場面では、稲穂、月明かり、虫の声と
いった自然の要素を拡がりある空間として見せ、希望を表現したいと感じました。特に「月」は、ベンとアキの愛、そ
して別離の家族の絆を象徴する。――まさにそこに、作品のドラマ性を最大限に生かす核心があると感じましたが、最
後の感情的な流れに沿うことを考えると、より効果的に見せられる照明に託すことにしました。 

【仕込み用資料】 

　　毎回のことですが、生徒数・作業時間・作業場所のサイズなど多くの要素を考えて、何をどういった手順で作製す
るか？が課題でした。特に今回は、メインである1000本近くの稲穂の作成が山場でした。流れ作業を意識して段取りを
考えましたが、生徒たちの頑張りや工夫のおかげで、全ての作業を時間内に終えることが出来ました。 
　　今回は少しこちら側で下拵えをしましたが、現地の状況にとても合った作業内容と物量だったと思います。今後も
このように生徒が主体的に楽しく関われる範囲を見極めつつ、適量な難易度と物量に収めていきたいと思いました。 
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模型写真によるストーリーボード

パネル・稲穂ベース製作図面舞台平・断・正面図

初期の美術案

こんぶ幕 図面



【講習の様子】 
　　今回は20名以上の生徒が参加しました。積極的な生徒や自ら創意工夫して工程を早めるなどの生徒が印象的でした。 

【講習会発表】 
　　100名以上の来場者を迎えて、素バージョン・完全バージョンを上演し、講習会を開催しました。 
いつも以上に完成度の高い作品になり、来場者からは多くの賞賛の声をいただきました。バックステージツアーでも多
くの顧問・生徒たちが装置・照明・音響の講師たちに質問を投げかけて、関心の高さを伺わせました。 

【講習のポイントと全体評】 
　　会場は丁度良いサイズで美術・照明・音響とすべての部門で効果的でした。 
　　これまで同様「高校生参加者が自ら製作加工して塗装した素材が、実際の舞台で使用する」ことを踏襲しました。パネ
ル作り・平台組みと基本的なことに加え、細く裂いた布をいくつも重ねて吊った「こんぶ幕」や、身近な素材で作製した「稲
穂」は平均的な高校演劇部でもかなり実現可能、且つ絵的にも有効な装置だったと思います。今後も高校生たちには色んな
素材を自ら試したり、今回の素材を応用して、創意工夫を凝らした装置を作製して欲しいと思います。 
　　各講師(プランナー)による指導や講義に対しての生徒たちの積極的な姿勢は素晴らしく、また「1000本稲穂」は製作
工程を如何に早く出来るか自ら考える生徒もいて、とても感心させられました。
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土岐氏による美術プランの説明 平台を組む奥舞台作りの作業 生徒たちとパネルを作る吉木氏 

1000本を目標に作業に励む稲穂チーム 金井大道具 新井・稲垣氏とパネルよごし 舞台稽古の説明をする土屋氏

土屋氏の司会で始まる講習会 研究室の場面 稲穂と月が映えるオオダテの場面


